
中
なか

野
の

 聡
さとし

学長
1983年一橋大学法学部国際関係課程
卒業。90年同大学大学院社会学研究
科地域社会研究専攻博士後期課程単
位修得退学。社会学博士。専門はア
メリカ史、米比関係史。神戸大学助
教授、一橋大学教授、社会学研究科
長、副学長などを経て2020年より現職。

　一橋大学は1875（明治8）年、後の初代文部大臣であ
る森有礼が渋沢栄一らの協力のもと創設した私設の商法講
習所を起源とする大学です。密度の濃い少人数のゼミナー
ル制度を中心に、教員と学生が学問を通じて互いに高め合
う「卓越したコミュニティ」を形成することで「Captains 
of Industry（1）」、すなわち国際的に通用する産業界の
リーダーたり得る人材を育成。創立以来150年にわたり、
社会科学の諸分野で最高水準の研究を展開してきました。
伝統的に学部・研究科間の垣根が低く、所属外の科目を自
由に履修できることも特色の一つです。
　2019年には「我が国の人文社会科学分野において教育
研究の卓越性を誇る大学」として「指定国立大学法人」に
指定。23年には「ソーシャル・データサイエンス学部／
研究科（2）」を開設するなど、社会科学のわが国屈指の総合
大学として、次の150年を見据えた先導的な大学改革に
挑んでいます。

文
理
共
創
に
よ
る
新
し
い
社
会
科
学
を
創
造

激
動
す
る
現
代
社
会
の
課
題
解
決
に
挑
む

世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
拠
点
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世
代
や
文
理
の
壁
を
こ
え
て

国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

　

一
橋
大
学
は
伝
統
あ
る
社
会
科
学
の
総

合
大
学
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

第
一
線
の
研
究
者
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
は
じ

め
と
す
る
少
人
数
教
育
を
通
じ
て
丁
寧
な

教
育
を
実
践
す
る
こ
と
で
「Captains of 

Industry

」
の
育
成
を
続
け
て
い
ま
す
。

近
年
は
社
会
科
学
系
唯
一
の
指
定
国
立
大

学
法
人
と
し
て
、
新
た
な
時
代
を
リ
ー
ド

す
る
「
産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
を

見
据
え
た
文
理
融
合
を
推
進
。
外
国
人
教

員
を
含
め
た
国
際
水
準
の
優
れ
た
研
究
者

を
集
め
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
る
な
ど
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
教
育
研
究
拠
点
と
し

て
の
機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
の
創
立
１
５
０
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
同
大
は
、「
ひ
と
つ
ひ
と

つ
、
社
会
を
変
え
る
。」
を
事
業
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
と
す
る
記
念
事
業
を
開
始
。

「Captains of Industry

た
る
人
材
の
育

成
」「
総
合
知
の
創
出
と
社
会
還
元
」「
多
様

性
に
富
む
卓
越
し
た
学
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
」
を
３
つ
の
柱
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
施
策
へ
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
中
野
聡
学
長
は
次
の
１
５
０
年
に

「
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
（
経
営
学
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
経
済
学
な
ど
）」「
社
会
課
題

領
域
（
法
学
、
政
治
学
な
ど
）」「
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
」
の
３
領
域
に
つ
い
て
、
体

系
的
な
知
識
を
修
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
次
必
修
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
対
象
と

す
る
社
会
科
学
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
社
会
課
題

の
各
領
域
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析
事
例
や

実
際
の
社
会
課
題
を
紹
介
。
新
た
な
学
問

領
域
へ
踏
み
出
す
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、

そ
の
全
体
像
を
概
観
で
き
る
科
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。
２
年
次
に
は
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
法
と
倫
理
」

を
必
修
科
目
と
し
て
配
置
。
デ
ー
タ
を
扱

う
者
が
理
解
し
て
お
く
べ
き
法
制
度
と
、

必
ず
備
え
る
べ
き
倫
理
基
準
を
学
び
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
領
域
と
社
会
課
題
領
域
に
関

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
つ
い
て
少

な
く
と
も
１
つ
の
分
野
を
選
択
し
、
導
入

科
目
→
基
礎
科
目
→
発
展
科
目
と
段
階
的

に
学
修
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
領
域
で
は

「
統
計
学
」「
情
報
・
Ａ
Ｉ
」「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」
と
い
う
３
つ
の
分
野
を
系
統
的
に

学
び
ま
す
。

向
け
た
思
い
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
「
一
橋
大
学
は
、
本
学
に
関
わ
っ
た
す

べ
て
の
人
が
と
も
に
歩
み
続
け
る
『
全
世

代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
本
学
が
未
来
へ
の
架
け
橋
と
な
っ
て
、

人
、
社
会
、
世
界
、
時
代
を
つ
な
い
で
い

き
た
い
。
世
代
を
超
え
、
文
理
の
壁
を
越

え
て
、
社
会
や
学
外
の
人
た
ち
に
よ
り
ひ

ら
か
れ
た
大
学
と
し
て
、
世
界
か
ら
多
様

な
人
々
が
つ
ど
う
場
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
」

　

異
分
野
の
研
究
者
が
文
理
の
枠
を
超
え

て
協
働
で
き
る
研
究
組
織
の
整
備
も
進
ん

で
い
ま
す
。
学
長
直
属
の
部
局
横
断
型
組

織
で
あ
る
社
会
科
学
高
等
研
究
院
（
Ｈ
Ｉ

Ａ
Ｓ
）
に
は
、
23
年
に
脳
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
と
人
新
世
研
究
セ
ン
タ
ー
、
25
年
に

都
市
空
間
・
不
動
産
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー

を
新
設
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
社
会
科
学

の
側
面
か
ら
文
理
共
創
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
最
先
端
研
究
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
卓
越
し
た
研
究

者
集
団
が
生
み
出
す
研
究
成
果
を
学
部
教

育
へ
還
元
す
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
分
析
に
社
会
科
学
を
活
用

実
践
的
な
課
題
解
決
力
を
伸
ば
す

　

23
年
に
新
設
さ
れ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
は
、
社
会
科
学

と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
「
融
合
」
に
よ

る
現
代
社
会
の
課
題
解
決
を
目
指
す
学
部

で
す
。
学
部
名
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
は
、

経
済
学
、
経
営
学
、
法
学
、
政
治
学
、
社

会
学
な
ど
の
社
会
科
学
を
意
味
し
て
お
り
、

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」

と
い
う
新
た
な
学
問
領
域
の
学
び
に
加
え
、

（1） Captains of Industry
　Captains of Industryという語は、19世紀イギ
リスの歴史家・思想家トーマス・カーライルが
著 し た『Past and Present』（ 邦 題『 過 去 と 現
在』）の第4編にある。カーライルは当時のイギ
リスにおける拝金主義を批判し、Captains of 
Industryとは「混沌、困窮、諸悪に対して戦い、
人類を導く真の勇者」であるとしている。

（2） ソーシャル・データサイエンス
学部／研究科

　社会科学の視点からデータサイエンス領域の
新たな教育研究分野を確立するため、2023年に
開設された学部・研究科。新学部の設置は72年
ぶり。入学定員は学部60人、大学院博士前期課
程21人、博士後期課程7人。「ビッグデータの時
代」が到来した現代社会の諸課題を解決できる
人材の育成を目指す。

（3） グローバル教育ポートフォリオ
　一橋大学は学部生全員に、高い質を担保した
海外留学、海外調査、語学研修等の機会を提供。
全学生必修の「初年次英語スキル教育」に加え、

「短期語学留学」「国内での語学集中研修」「短
期海外留学（サマースクール）」「長期海外留学」

「海外インターンシップ」「ゼミを中心とした海
外調査・インターゼミ等」をグローバル教育
ポートフォリオとして定め、必修科目＋その他
1つ以上の履修を卒業要件としている。

（4） ゼミナールを核とする少数精鋭教育
　ゼミナールは担当教員の指導のもとで特定の
テーマについて発表や討論を行う、学生の自発
的な参加を重視する授業形式。一橋大学は伝統
的にゼミナールを教育の中心に据えており、平
均７〜８人の少人数で実施。現在も全学生が必
修となっている。

　
３
年
次
に
は
、
実
際
に
デ
ー
タ
分
析
を

行
う
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project-Based Learning

）

演
習
を
必
修
科
目
と
し
て
設
置
。
企
業
や

政
策
機
関
等
か
ら
提
供
さ
れ
た
現
実
の
問

題
意
識
や
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
１
・
２
年

次
に
修
得
し
た
社
会
科
学
と
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
の
知
識
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
課
題

解
決
に
取
り
組
む
中
で
、
実
践
的
な
知

識
・
ス
キ
ル
の
修
得
を
目
指
し
ま
す
。

評
価
の
高
い
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

95
％
超
の
就
職
実
績
へ
結
実

　

一
橋
大
学
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
  （3）

」
を
卒
業
要
件
と
し
て
定

め
、
海
外
調
査
や
語
学
研
修
な
ど
を
含
む

多
彩
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。
海
外

の
大
学
の
学
年
暦
へ
の
柔
軟
な
対
応
を
可

能
に
す
る
４
学
期
制
の
導
入
と
あ
わ
せ
て
、

留
学
生
を
含
め
た
学
生
の
国
際

流
動
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

世
界
中
の
多
様
な
価
値
観
を
持

つ
人
々
と
接
す
る
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る

「Captains of Industry

」
の

育
成
を
目
的
に
、
各
学
部
10
〜

15
人
程
度
を
選
抜
し
て
実
施
さ

れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー

ダ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｌ

Ｐ
）」
で
は
、
海
外
の
大
学
と

の
共
修
科
目
や
留
学
を
通
じ
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

重
視
。
現
実
を
踏
ま
え
た
理
論

構
築
能
力
、
優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
政
策
提
言

能
力
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
が

備
え
る
べ
き
諸
能
力
を
も
つ
人
材
の
養
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
奨
学
金
制

度
な
ど
、
Ｇ
Ｌ
Ｐ
に
選
抜
さ
れ
た
学
生
向

け
の
手
厚
い
支
援
も
魅
力
で
す
。

　

こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
や
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
核
と
す
る
少
数
精
鋭
教
育
  （4）

で

鍛
え
ら
れ
た
学
生
へ
の
企
業
・
団
体
か
ら

の
評
価
は
非
常
に
高
く
、
24
年
度
卒
の
就

職
率
は
96
・
３
％
。
就
職
先
の
多
く
を
大

企
業
や
優
良
企
業
が
占
め
る
中
で
、
就
職

率
95
％
以
上
の
高
い
就
職
実
績
を
毎
年

保
っ
て
い
ま
す
。

　

き
め
細
か
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
も
特
長
で
、

個
別
相
談
に
は
企
業
等
で
の
勤
務
経
験
も

あ
る
国
家
資
格
を
持
つ
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
１
対
１
で
対
応
。
24
年
度
に
学

内
で
開
催
さ
れ
た
企
業
・
官
庁
の
説
明
会

や
セ
ミ
ナ
ー
に
は
延
べ
約
４
０
０
社
・
団

体
が
参
加
す
る
な
ど
、
将
来
に
幅
広
い
選

択
肢
を
持
つ
た
め
の
機
会
が
豊
富
に
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
新
た
な
実
業
人
」
育
成
に
向
け
た

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を
拡
充

　

一
橋
大
学
は
起
業
に
対
す
る
支
援
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
24
年
に
は
、
学
生
や
教

職
員
が
起
業
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対

し
て
「
一
橋
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
／
一
橋

大
学
発
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
称
号
を
授

与
す
る
認
定
制
度
を
開
始
。
称
号
記
が
授

与
さ
れ
た
企
業
に
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
許
可
、

広
報
協
力
、
大
学
施
設
の
住
所
で
の
商
業

登
記
を
可
能
に
す
る
、
と
い
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

25
年
に
は
「
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

創
出
支
援
基
金
」
を
設
立
し
、
起
業
を
後

押
し
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
加
速
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会
の
企
画
、
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
専
任
人
材
の
雇
用
な
ど
、

革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
を
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
具

現
化
さ
せ
て
社
会
的
価
値
創
造
へ
と
つ
な

げ
る
動
き
を
後
押
し
し
ま
す
。

　

一
橋
大
学
は
東
京
都
が
行
う
「
大
学
発

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
支
援
事
業
」
に
も

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
内
に
お
け
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
体
制
の
構
築
・
推
進

に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
京
・
多
摩
地
域
の
大

学
、
自
治
体
、
企
業
、
地
域
住
民
を
巻
き

込
み
な
が
ら
、
社
会
課
題
の
解
決
を
中
心

と
す
る
「
産
官
学
民
共
創
型
イ
ン
パ
ク
ト

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

充
実
の
支
援
で
学
び
を
後
押
し

「
住
ま
い
支
援
制
度
」
も
創
設

　
「
一
橋
大
学
修
学
支
援
事
業
基
金
」
な

ど
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難
な
学

生
に
家
計
支
援
や
留
学
支
援
を
行
う
奨
学

金
制
度
も
充
実
。
そ
の
多
く
は
同
窓
会
で

あ
る
如
水
会
や
、
卒
業
生
、
家
族
、
団
体

と
い
っ
た
校
友
か
ら
の
寄
付
金
を
原
資
に

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
に
は
学
生
支
援
の
充
実
や
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
目
的
と
す
る
「
住
ま

い
支
援
制
度
」
を
創
設
。「
女
子
学
生
」

ま
た
は
「
東
京
圏
外
出
身
者
」
の
学
部
新

入
生
を
対
象
に
入
学
か
ら
最
長
２
年
間
、

月
額
最
大
３
万
円
ま
で
指
定
民
間
物
件
の

賃
料
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
学
び

た
い
と
い
う
気
持
ち
に
応
え
ま
す
。

　
「
国
際
情
勢
も
激
動
し
て
お
り
、
受
験

生
の
皆
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
将
来

に
対
す
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
学
び
が
必
ず
や
大

き
な
糧
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
２
０
２
３
年
度
に
72
年
ぶ
り

の
新
学
部
も
加
わ
っ
た
私
た
ち
一
橋
大
学

は
、
皆
さ
ん
を
こ
の
卓
越
し
た
学
術
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
『
未
来
創
造
の
担
い
手
』

と
し
て
迎
え
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
」
と
、

中
野
聡
学
長
は
受
験
生
に
向
け
て
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　一橋大学で学びたい方へ一橋大学

059 卓越する大学 一橋大学 058

附属図書館大閲覧室少人数で行われるゼミナール


